
今月号の話題

u 放課後子ども教室（中央）

u おってぎ登山（神林）

u 古文書読解講座（荒川）

u 中国語講座（村上）

u 長寿大学開講式（朝日）

u 職員紹介「山田浩介主事」

u サークル紹介（荒川）

u イベント告知 ６月・７月の予定

村上市生涯学習推進センター 発行

回覧

マナボーテ村上
6月号２０１７年

村上地区では５月１１日には、放課後子ど

も教室の支援者を対象とした打合せ会を兼ね

た研修会を実施しました。今年度の活動の説

明後、村上市レクリエーション協会会長の内

山忠男氏から遊びやものづくり活動のご指導

をいただきました。当日の研修の成果が各学

校の活動に充分活かされることが期待されま

す。

平成１９年度の開始から１１年目を迎える

「放課後子ども教室」が６月初旬にスタート

しました。

放課後子ども教室は、放課後や週末などに

学校の余裕教室や公民館施設などで子どもた

ちの安全で安心に活動できる居場所づくりを

行う事業で、地域の支援者や PTA などの協

力を得て、スポーツ活動や体験活動、レクリ

エーション、学習支援など様々な活動を行っ

ています。

平成２８年度は、村上地区で４校（村上小、

村上南小、岩船小、瀬波小）、荒川地区で２校

（保内小、金屋小）山北地区で２校（さんぽ

く北小、さんぽく南小）の合計８校で実施し

ていましたが、今年度は昨年度体験会を行っ

た山辺里小学校でも本格実施となり、合計９

校での活動となりました。

山
辺
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学
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活
動
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よ
う
す

さらに、今年度は「子ども体験支援者養成

講座」などを実施し、支援者をサポートする

取り組みを行っていきます。

今年度の放課後子ども教室スタート

山辺里小学校も本格実施
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絶好の登山日和に恵まれた5月3日ゴー

ルデンウィーク後半初日、大平山にて「お

ってぎ登山」を開催しました。元神林山の

会の方々の案内で総勢 42 名が、神林地区

最高峰の大平山(標高 560.8m)山頂を目指

古文書で歴史を読み解く

古文書読解講座
5月 13日（土）、荒川地区公民館の「古文

書読解講座」が開講されました。この講座は、

地域に伝わる古文書を教材として、当時の人

が書き記した生の史料を読み解きながら学習

を進めます。地区の歴史を学び、郷土を愛す

る気持ちを育てると同時に、古文書を読み解

く力を身につけていただくことを目的として

います。

講師は荒川郷土史研究会の平田琢也氏で

す。郷土に残されている史料も、古文を読め

る人がいないばかりに廃棄されてしまうこと

があり、「字さえ読めれば歴史を知ることがで

き、貴重な史料が失われることもない」との

お言葉がありました。郷土史が次代に受け継

がれるように、古文書を読み解く人材を公民

館でも育てていきたいと考えています。

荒
川
郷
土
史
研
究
会
の

平
田
氏
に
よ
る
講
義
（
全

回
）

13

しました。登山道からは、臥牛山（がぎゅう

さん）や二王子岳（にのうじだけ）、飯豊連峰

（いいでれんぽう）の朳差岳（えぶりさしだ

け）、鷲ヶ巣山（わしがすやま）などを眺めな

がら、ブナの原生林の中を春の心地よい風を

感じ、気持ちよく歩くことが出来ました。途

中急な斜面もありましたが、7歳児から８０

歳まで全員元気に事故もなく無事に下山しま

した。「大平山登山証明書」をもらって喜びも

ひとしおの様子。参加者からは「来年も来た

い」「秋もやって欲しい」などうれしい言葉を

かけて頂きました。次回もお楽しみに！

全
員
集
合

爽やかな春の風に背中を押されながら

「おってぎ登山」を終えて！

平成２９年度 村上市成人式

平成２９年度の成人式を開催します。

対象者には、６月下旬に案内を送付しますので、

ご参加ください。

と き 平成２９年８月１５日（火）午前１０時～

ところ 村上市民ふれあいセンター

対 象 平成９年４月２日～平成１０年４月１日

生まれの人で、市内に住所を有する人、ま

たは、市内出身で就学および仕事などで市

外にいる人。

問合せ 生涯学習課 社会教育推進室

ＴＥＬ ５３－２４４６

陶芸教室

土とふれあい、想像力を働かせ、オリジナルの焼

き物を作ってみませんか。

と き ７月２２日（土）、８月２６日（土）

午前１０時～１２時

ところ 神林地区公民館（神林農村環境改善センター）

講 師 陶房やまや 鈴木 和弘 氏

定 員 １５人

参加費 １，０００円（材料費）

持ち物 汚れてもよい服、タオル、新聞紙

申込み ７月７日（金）まで神林地区公民館へ

ＴＥＬ ６０－１５００



新緑が美しく映える中、朝日長寿大学第41

期開講式が５月１８日（木）、総合文化会館で

遠藤友春教育長はじめ多くの来賓を迎え、盛

大に行われました。

新
し
い
一
年
の
決
意
を
誓
い
ま
し
た

はじめての中国語講座

ニーハオ 楽しく学んでいます

村上地区公民館では、全１０回シリーズで

初心者を対象とした「中国語講座」を開催し

ています。現在、市内でホームステイをして

いる李琳瑶さんから「市民の皆さんに中国語
りりんよう

○あざやかに○さわやかに○ひかり輝く

朝日長寿大学開講式

今年度は１６５人の学生が入学し、本間陽

太郎学長から｢１年間の学習を通して仲間づ

くりや活動に励んでください｣とあいさつが

あり、学生代表の石栗忠雄さんが「皆さんと

仲良くし、誰からも愛される大学生になれる

よう頑張ります。｣と誓いの言葉を述べまし

た。特別講演では遠藤教育長からの｢地域を通

して子どもたちをサポートしていくことの大

切さ」「大人と一緒に行事を行うことによって

子どもたちの心に潤いが出てくる｣との話に

皆さん真剣に聞き入っていました。学生の皆

さんも健康で学習できる喜びを感じながら、

1年間のスタートに意欲を湧かせていました。

李
先
生
の
指
導
に
よ
る

「
発
音
」
の
練
習
中

に興味を持って学んでもらいたい」という提

案があり、友人で市内在住の須貝英子さんと

講師を務めていただいています。お二人は、

中国ご出身で、生きた中国語の他に習慣や文

化も一緒に教えてくれます。受講生は、小学

生から８０代の２４名。幅広い年齢層ですが、

毎回和気あいあいと楽しく学んでいます。講

座の参加目的は様々ですが、時間いっぱいま

で講師に質問をするなど、学ぶ姿は皆さん真

剣そのものです。帰る時は、“再见”（さよ

うなら）、“晩安”（おやすみなさい）など

中国語であいさつもできるようになってきま

した。これからも、ますます楽しみな「中国

語講座」になっていきそうです。

親育ち講座「ＣＡＰ・にいがたおとなワークショップ」

「安心・自信・自由」の人権を子どもたちに繰り返し伝えることで、子どもの「生きる力」を引き出すＣ

ＡＰの人権教育プログラム。育成や支援のテクニックを学んでみませんか？

と き 平成２９年７月２９日（土）午前１０時～１２時

ところ マナボーテ村上 ２階 大会議室

講 師 ＮＰＯ法人 子ども・人権ネット ＣＡＰ・にいがた

対 象 小学生と小学生の保護者 定 員 ２０人（先着順） 参加費 無料

その他 保護者は講座受講 小学生は夏休みの宿題等の学習会

申込み ７月１４日（金）までに申込用紙に必要事項を記入し、電話・ＦＡＸ・メール・マナボーテ村上

窓口のいずれかでお申込みください。詳細はホームページにも掲載しています。

問合せ先 村上地区公民館（マナボーテ村上内） ＴＥＬ ５３－５１１１ ＦＡＸ ５３－２９７７



６月・７月の予定

６月３０日（金）健康に生きる（荒川）

７月４日（火）１９日（水）街かどウォッチング（村上）

７月２２日（土）陶芸教室（神林）

７月２９日（土）親育ち講座（村上）
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広報誌「マナボーテ村上」の問合せ先

村上市生涯学習課 中央公民館

TEL ５３－２４４６

FAX ５３－２９７７

e-mail manabi@city.murakami.lg.jp
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広報誌「マナボーテ村上」は村上市のホームページでも公開しています。
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子
ど
も
達
の
生
涯
を
、
学
び
を
通
じ
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思

い
昨
年
の
採
用
試
験
を
受
け
、
今
年
度
か
ら
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生
涯
学
習
推
進
セ

ン
タ
ー
に
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れ
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市
民
の
生
涯
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わ
た
る
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習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
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想

像
を
超
え
る
事
業
の
数
が
あ
る
こ
と
を
知
り
驚
き
ま
し
た
。
ま

た
、
様
々
な
市
民
団
体
の
ご
協
力
の
も
と
に
、
事
業
が
成
り
立
っ

て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
ま
で
培
っ
て
き
た
良
き
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を

続
け
ら
れ
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携
し
て
い
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と
思
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す
。

マ
ナ
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ー
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で
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。
利
用
し
て
い
た
だ
く
方
に
、「
気
持
ち
よ
く
使
え
た
。
」「
ま

た
利
用
し
た
い
。」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
施
設
で
あ
り
続
け
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
教
育
の
研
修
や
職

員
研
修
を
と
お
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
い
き
た
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で
す
。

皆
様
の
関
心
の
高
い

既
存
の
講
座
を
行
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
新
た
な
講
座

も
企
画
し
て
ま
い
り
ま

す
。笑

顔
で
明
る
く
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
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の
午
後
に
、
茶
道
に
親
し
み
会
員
同
士
の
親
睦
を
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
講
師
の
先
生
に
裏
千
家
の
流
れ
の
「
大

日
本
茶
道
学
会
」
茶
の
湯
の
基
本
を
教
わ
り
な
が
ら
、
和

や
か
な
雰
囲
気
で
お
点
前
や
茶
席
で
の
作
法
な
ど
を
練
習

し
て
い
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
一
環
で
あ
る
子
ど
も
茶
道
教
室

で
行
う
、
子
ど
も
茶
会
の
際
の
お
盆
点
前
と
平
点
前
の
練

習
の
手
伝
い
な
ど
を
、
自
分
自
身
の
作
法
の
練
習
も
兼
ね

行
っ
て
い
ま
す
。

て
行
っ
て
い

ま
す
。

練

習

後

の

一
服
は
癒
し

の
ひ
と
と
き

で
も
あ
り
、
茶

話
談
義
の
楽

し
み
も
。
興
味

の
あ
る
方
は
、

是
非
一
服
を

楽
し
み
に
見

学
等
に
来
て

く
だ
さ
い
。

平成２９年度６月号から、職員の紹介をします


